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「
首
都
圏
人
」
第
９
号

幕
末
に
生
ま
れ
海
外
へ
留
学

化
学
・
薬
学
の
基
礎
を
作
っ
た

ロ
マ
ン
と
情
熱
の
志
士
「
こ
の
人
長
井
長
義
」

　
　

    　
　
　
　
　

 

の
原 

博
武 

著

2
0
8
ペ
ー
ジ
新
書
版　
定
価 

9
4
5
円

明
治
政
府
初
め
て
の
海
外
留
学
生
の
ド
ラ
マ

　
に
充
ち
た
米
欧
見
聞
書
翰
を
初
公
開

ラ
イ
ン
河
畔
で
少
女
へ
の
恋
、
帰
国
後
漢
方
薬

　
の
マ
オ
ウ
か
ら
「
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
」
発
見
の
偉
業

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ブ
ッ
ク

「
首
都
圏
人
」
シ
リ
ー
ズ
は
、

N
P
O「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

編
集
し
、発
行
所
：（
株
）
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、
発
売 

元
：
ブ
ッ
キ
ン
グ
、
全
国
書
店
で

発
売
中
、「
ア
マ
ゾ
ン
」「
楽
天
ブ
ッ

ク
ス
」
な
ど
の
ネ
ッ
ト
で
も
購
入

で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

こ
の
た
び
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
社
の

ご
好
意
に
よ
り
、
同
社
の
情
報
誌

「
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
」
を
ご
購
読
さ

れ
て
い
る
読
者
に
、
本
誌「
市
民
プ

レ
ス
」
を
同
梱
・
配
布
し
て
戴
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
お
申
し
込

み
は
「
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
社
」T

EL. 

048-486-6138   FA
X
. 048-471-3240  

E-m
ail, new

tim
es-net@

nifty.com
 

に

ど
う
ぞ
）

本
紙
発
行
日
の
変
更
：
本
年
一

月
か
ら
年
四
回
発
行
と
な
り
ま
す

（
一
、四
、七
、十
月
、
各
月
五
日
）

緑
と
水
の
原
風
景

右
下
は
朝
霞
市
の

里
山
風
景（
宮
戸
橋
付
近
）

埼
玉
県
県
土
整
備
部
県
土

づ
く
り
企
画
室
の「
新
河
岸
川

景
観
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
市
民

か
ら
推
薦
さ
れ
た
優
れ
た
景
観

左
下
は
新
座
市
西
堀
の

米
軍
大
和
田
通
信
所

今
も
広
大
な
緑
地
は　
　

　
　
防
衛
庁
の
管
理
下
で

O
ff Lim

its 
の
ま
ま
・・・

解
か
れ
る
の
は
一
体
何
時
？ 
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イ
ラ
ン
紀
行

　
　
　

 [

後 

編]

　
　
　
　
　

深
瀬 

克

10
・
イ
マ
ー
ム
広
場

「
イ
ラ
ン
の
真
珠
」
と
も
呼
ば
れ

る
都
市
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
は
、
モ

ス
ク
を
中
心
に
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
華

が
集
中
し
て
あ
る
。「
イ
マ
ー
ム
広

場
（（
後
継
者
の
広
場
）」
は
、
イ
ラ

ン
革
命
以
前
は
「
シ
ャ
ー
広
場（
王

の
広
場
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
革

命
後
名
前
が
変
え
ら
れ
た
が
、
い

ず
れ
に
し
ろ
イ
ラ
ン
を
代
表
す
る
象

徴
的
な
場
所
で
あ
る
。
広
場
は
縦 

510m

・
横
は163m

 

の
長
方
形

で
、
二
階
建
て
の
回
廊
で
囲
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
回
廊
に
接
し
て
、
外
側

に
二
つ
の
寺
院
と
宮
殿
が
建
っ
て
い

る
。こ
れ
ら
は
17
世
紀
前
半
、サ
フ
ァ

ヴ
ィ
ー
朝
ア
ッ
バ
ー
ス
1
世
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
圧
倒
的
な
ス

ケ
ー
ル
、
緻
密
な
装
飾
、
意
表
を

つ
く
デ
ザ
イ
ン
は
、
ロ
ー
マ
の
ヴ
ァ

チ
カ
ン
宮
殿
に
勝
る
と
も
劣
ら
な

い
も
の
だ
と
私
に
は
見
え
た
。

 

「
青
の
都
」
と
呼
ば
れ
る
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
で
モ
ス
ク

を
見
た
と
き
、
私
は
思
わ
ず「
素

晴
ら
し
い
!
」
と
感
嘆
の
声
を
あ

げ
た
。
そ
の
時
隣
に
い
た
女
性
が
、

『
イ
ラ
ン
の
モ
ス
ク
は
も
っ
と
す
ご
い

で
す
よ
』
と
さ
さ
や
い
た
。
そ
の
こ

と
も
あ
っ
て
私
は
イ
ラ
ン
を
訪
ね
た

の
だ
が
、
そ
の
言
葉
ど
お
り
の
期
待

に
応
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

 

タ
イ
ル
に
し
ろ
、
絨
緞
に
し
ろ
、
ペ

ル
シ
ャ
人
は
想
像
以
上
に
緻
密
な
感

覚
を
持
っ
た
人
た
ち
だ
。
絹
製
の
絨

緞
は
日
本
で
買
う
値
段
の
三
分
の
一

だ
と
言
う
が
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

物
が
20
万
円
近
い
価
格
な
の
で
買
う

者
は
い
な
か
っ
た
。
絨
緞
博
物
館
で

は
、
名
品
の
展
示
と
と
も
に
製
作
実

演
を
し
て
い
た
。
名
品
は1cm

 

の

幅
の
中
に
80
本
も
の

タ
テ
糸
が
打
ち
込
ん

で
あ
る
そ
う
で
、
光

線
の
具
合
で
虹
色
に

輝
い
て
い
た
。
中
に

は
タ
テ
糸
が
百
本
も

あ
る
も
の
も
展
示
し

て
い
た
が
、
現
在
で

は
こ
こ
ま
で
の
レ
ベ

ル
の
技
能
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
王
様
の
た

め
に
コ
ス
ト
を
無
視
し
た
伝
統
的

技
術
は
、
経
済
性
を
求
め
る
現
在

の
世
の
中
で
は
、
ど
こ
の
国
で
も

伝
承
し
て
ゆ
く
の
は
困
難
な
よ
う

だ
。

 　
11
・
ぺ
ル
セ
ポ
リ
ス

「
ペル
シ
ャ
人
の
都
」
と
い
う
ギ

リ
シ
ャ
語
が
語
源
で
あ
る
ペル
セ
ポ

リ
ス
は
、
今
か
ら2500

年
前
ア

ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ャ
の
王
ダ
レ
イ

オ
ス
1
世
が
建
築
に
着
手
し
、
そ

の
子
ク
セ
ル
ク
セ
ス
1
世
に
よ
っ
て

完
成
さ
れ
た
と
言
う
。
日
本
で
は

縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
へ
移
行

す
る
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
行
政
上
の

首
都
は
別
に
あ
り
、
こ
こ
は
宗
教
的

な
都
と
し
て
築
か
れ
、
即
位
式
や
祭

儀
な
ど
重
要
な
儀
式
は
全

て
こ
こ
で
行
わ
れ
た
と
言

う
。
大
王
が
馬
に
乗
っ
た

ま
ま
上
れ
る
よ
う
に
作
っ

た
幅
広
で
緩
や
か
な
大
階

段
は
、
石
が
磨
り
減
っ
て

丸
み
を
お
び
、
永
い
年
月

を
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
こ

の
坂
を
上
り
き
る
と
高

さ10m

に
及
ぶ
「
ク
セ
ル
ク
セ
ス

門
」
が
あ
り
、
貢
物
を
献
上
し
に

来
た
諸
国
の
人
達
は
、
ま
ず
こ
の

門
で
威
圧
感
を
受
け
た
に
違
い
な

い
。
牡
牛
に
噛
み
付
く
ラ
イ
オ
ン

の
姿
や
、
貢
物
を
献
上
す
る
諸
国

民
の
姿
な
ど
の
レ
リ
ー
フ
を
見
た

後
、「
謁
見
の
間
」
に
至
る
。
こ
こ

の
屋
根
は
レ
バ
ノ
ン
杉
が
使
わ
れ
、

高
さ20m

、
36
本
の
石
柱
で
支
え

ら
れ
て
い
た
と
言
う
が
、
そ
の
レ
バ

ノ
ン
杉
は
ど
こ
か
ら
ど
う
や
っ
て
運

ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
石
は
隣

接
す
る
岩
山
か
ら
持
っ
て
き
た
こ
と

は
判
明
し
て
い
る
が
、
杉
材
に
つ
い

て
は
解
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
大
宮
殿

はB
C
331

年
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

大
王
に
よ
り
焼
き
落
と
さ
れ
、
廃

墟
と
化
し
た
。
日
本
で
は『
夏
草
や 

つ
わ
も
の
ど
も
が 

夢
の
跡
』
と
言

う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
、
ペル
セ
ポ
リ

ス
は
草
が
ほ
と
ん
ど
生
え
て
い
な
い

廃
墟
で
あ
っ
た
。

 

ペル
セ
ポ
リ
ス
の
東
北
約100km

の
所
パ
サ
ル
ガ
ダ
ル
に
ア
ケ
メ
ネ

ス
朝
を
起
こ
し
た
キ
ュ
ロ

ス
二
世（
大
王
）（
在
位

B
C
559

〜530

年
）
の

墓
が
あ
る
。
彼
は
有
能
な

戦
略
家
で
あ
っ
た
だ
け
で

な
く
、
支
配
下
の
民
族

に
対
し
、
高
潔
で
寛
大
で
慈
悲
深
い

指
導
者
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
自
分
を

土
着
の
支
配
者
の
合
法
的
な
後
継

者
で
あ
る
と
し
て
既
存
の
組
織
を
尊

重
し
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
強
要
せ

ず
各
民
族
の
宗
教
を
認
め
た
。
こ
の

占
領
統
治
政
策
は
ダ
レ
イ
オ
ス
一
世 

（
大
王
）
に
も
引
き
継
が
れ
、
彼
も

被
征
服
民
族
の
言
語
・
慣
習
・
宗
教

の
保
持
を
認
め
た
。
さ
ら
に
こ
の
統

治
政
策
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
に

も
引
き
継
が
れ
た
。
こ
う
し
て
広

大
な
大
帝
国
が
成
立
し
た
の
で
あ

る
。
ひ
る
が
え
っ
て 

『
大
東
亜
戦

争
』
に
お
け
る
日
本
の
占
領
政
策

を
見
る
と
、
正
反
対
の
こ
と
を
し

て
き
た
。
さ
ら
に
最
近
の
ア
メ
リ

カ
の
世
界
戦
略
も
、
相
手
の
こ
と

よ
り
も
自
分
の
利
益
に
合
致
す
る

こ
と
の
み
要
求
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
人
は
歴
史
を
知
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
知
っ
た
こ
と
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
難
し
い
と
言
う
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら 

『
歴
史
は

繰
り
返
す
』
の
で
あ
ろ
う
。

 

と
こ
ろ
で
、B

C
598

年
バ
ビ
ロ
ニ

ア
の
ネ
ブ
カ
ド
ネ
ザ
ル
2
世
は
エ
ル
サ

レ
ム
を
攻
略
し
、
ユ
ダ
王
国
の
王
や

住
民
を
バ
ビ
ロ
ン
に
移
住
さ
せ
、
強

制
労
働
な
ど
に
従
事
さ
せ
た
。
世
に

言
う
「
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
」
で

あ
る
。
し
か
しBC

538

年

バ
ビ
ロ
ニ
ア
は
ペ
ル
シ
ャ
帝

国
（
キ
ュ
ロ
ス
大
王
）
に
滅

ぼ
さ
れ
、
バ
ビ
ロ
ン
に
捕
ら

わ
れ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち

は
解
放
さ
れ
帰
国
を
許
さ
れ
た
。
現

在
イ
ス
ラ
エ
ル
は
イ
ラ
ン
を
仇
敵
と
し

て
い
る
が
、2500

年
前
は
何
と
恩
人

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

12
・
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教（
拝
火
教
）

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
、
わ
れ
わ
れ
日

本
人
の
日
常
か
ら
は
全
く
か
け
離
れ

た
も
の
だ
が
、
初
め
て
身
近
に
感
じ
さ

せ
て
く
れ
た
の
は
松
本
清
張
の『
奈
良

二
月
堂
の
「
お
水
取
り
」
の
行
事
の

時
の
松
明
は
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
影

響
を
受
け
た
も
の
』
と
の
説
を
聞
い
た

と
き
だ
っ
た
。

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
は
サ
サ
ン
朝
ペ

ル
シ
ャ（
3
〜
7

世
紀
）
の
国
教
で

あ
っ
た
。
正
倉
院

御
物
の
中
に
サ
サ

ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
か

ら
到
来
し
た
カ
ッ

ト
グ
ラ
ス
製
の「
白
瑠
璃
碗
」
が
あ
る
。

清
張
は
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
と
同
時
に
ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
教
も
や
っ
て
き
た
と
見
た
の

だ
ろ
う
。
テ
ヘ
ラ
ン
に
あ
る
国
立
考
古

学
博
物
館
に
正
倉
院
に
あ
る「
白
瑠
璃

碗
」
と
全
く
同
型
の
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
が

展
示
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
て
、
私

は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
東
端
は
長
安（
現

在
の
西
安
）
で
は
な
く
奈
良
で
あ
っ
た

と
確
信
し
た
。

さ
て
、
ヤ
ズ
ド
に
あ
る
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
の
お
寺
に
行
く
と
、
入
口
前

面
の
壁
の
上
部
に
、「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
の
神
の
姿
」
と
、
守
る
べ
き
三
つ

の
戒
律「
正
し
い
考
え
・
正
し

い
言
葉
・
正
し
い
行
い
」
と

言
う
言
葉
が
書
か
れ
て
あ
っ

た
。仏
教
に
お
け
る「
八
正
道
」

と
共
通
す
る
内
容
で
あ
る
。

中
に
入
る
と
奥
に「
不
滅
の
法

灯
」
が
燃
え
て
い
た
。
私
は

す
ぐ
に
、
比
叡
山
延
暦
寺
根

本
中
堂
に
あ
る
法
灯
や
高
野

山
金
剛
峯
寺
奥
の
院
の
法
灯

を
思
い
起
こ
し
、「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
は
異
質
な
宗
教
」と
の
思
い
か
ら
、

「
ど
の
宗
教
も
共
通
点
が
多
い
」
と

の
思
い
が
溢
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
死
体
の
葬
り
方
を

聞
く
と
違
和
感
を
感
じ
ざ
る
を
得
な

い
。
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
で
は
、
火
・

土
・
水
は
神
聖
な
の
で
火
葬
・
土
葬
・

水
葬
は
行
わ
ず
、
鳥
葬
が
行
わ
れ

て
き
た
。
ヤ
ズ
ド
郊
外
に「
沈
黙
の

塔
」
と
呼
ば
れ
る
男
性
用
と
女
性

用
の
50
〜
60
米
（
メ
ー
ト
ル
）
の
岩
山

が
あ
っ
た
。
頂
上
は
直
径
20
米
ほ
ど

の
円
形
の
皿
状
に
な
っ
て
お
り
、
さ

ら
に
そ
の
中
心
部
に
直
径
3
米
、
深

さ
1
米
程
の
穴
が
あ
っ
た
。
死
体
を

こ
の
穴
に
置
く
と
、
ハ
ゲ
ワ
シ
が
来

て
た
ち
ま
ち
食
べ
て
し
ま
っ
た
そ
う

だ
。
チ
ベ
ッ
ト
で
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
死
体
を
切
り
刻
ん
だ
り
頭

蓋
骨
を
割
っ
て
、
鳥
た
ち
が
食
べ
や

遠
い
国
、
近
い
国
の
こ
と
を

　
も
っ
と
知
り
た
い
・
・
・

そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
し
を

　
理
解
し
た
い
・
・
・

④ 

③ 

② 

① 

⑤ 

⑥  ⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩
⑪
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B
ird's Eye

 

東
京
も
の
語
り

 

景
観
隅
田
川
の
橋
梁 

そ
の
二

           

中
央
大
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

佃
大
橋
の
上
空
か
ら
、
超
高
層
ビ

ル
群
の
大
川
端
「
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

21

」
と
中
央
大
橋
を
一
望
す
る
。

隅
田
川
流
域
の
も
っ
と
も
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
景
観
で
あ
る
。

　

ビ
ル
群
が
建
つ
旧
石
川
島
に
は
、

江
戸
時
代
の
後
期
に
、
浮
浪
者
、
犯

罪
人
を
収
容
し
て
更
生
さ
せ
る
「
人

足
寄
場
」
が
在
っ
た
。
そ
の
設
置
を

提
案
し
た
「
長
谷
川
平
蔵
」
は
、
知

る
人
ぞ
知
る
池
波
正
太
郎
の
小
説

「
鬼
平
」
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
寄
場

人
足
た
ち
の
更
生
の
た
め
に
平
蔵
の

仁
愛
に
溢
れ
た
扱
い
は
彼
等
の
心
に
響

き
、
数
々
の
美
談
を
残
し
た
。
そ
の
跡

地
が
明
治
時
代
に
は
監
獄
と
な
り
、
さ

ら
に
こ
れ
が
巣
鴨
に
移
転
し
て
い
っ
た

歴
史
を
紐
解
く
と
き
、
感
慨
は
無
量
に

な
る
。
そ
の
跡
地
に
今
度
は
石
川
島
造

船
所
が
創
設
さ
れ
、
わ
が
国
最
初
の
西

洋
型
造
船
所
か
ら
は
、
鉄
製
の
船
舶
や

鉄
橋
の
橋
桁
が
次
々
と
製
作
さ
れ
た
。

河
口
の
埋
立
て
は
さ
ら
に
進
み
、
ま
た

も
造
船
所
が
移
転
し
た
後
に
は
、
な
ん

と
都
内
屈
指
の
巨
大
ビ
ル
群
が
生
ま
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
激
動
は
つ
づ
く
。
曲

線
美
を
誇
る
モ
ダ
ン
な
「
中
央
大
橋
」

は
こ
れ
を
対
岸
の
旧
「
霊
岸
島
」
と
結

ぶ
。
セ
ー
ヌ
川
と
隅
田
川
が
友
好
河
川

と
な
り
、
パ
リ
市
か
ら
贈
ら
れ
た
彫
刻

が
傍
ら
に
立
つ
。
橋
の
塔
の
先
端
に
飾

ら
れ
た
兜
は
、
か
つ
て
石
川
島
を
「
兜

島
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
。

中 央 大 橋

く
全
て
の
国
の
一
般
庶
民
に
共
通
す

る
こ
と
で
あ
る
。
自
爆
テ
ロ
は
イ
ス

ラ
ム
教
だ
か
ら
発
生
す
る
の
で
は
な

く
、
命
・
生
活
・
財
産
が
奪
わ
れ

る
時
、ど
こ
で
も
発
生
し
う
る
の
だ
。

日
本
に
も 

「
特
攻
隊
」
と
言
う
自

爆
攻
撃
が
あ
っ
た
。
イ
ラ
ン
旅
行
を

通
し
て
、「
自
分
の
利
益・主
義
主
張
」

や「
国
益
と
言
う
大
義
名
分
」
の
た

め
に「
他
人
の
命
や
生
活
を
奪
う
」

こ
と
が
あ
る
限
り
、
自
爆
テ
ロ
は
減

少
し
な
い
だ
ろ
う
と
強
く
感
じ
た
。 

（
2
0
0
7
年
7
月
12
日
記
す
）

写
真  

① 

イ
マ
ー
ム
広
場
の
モ
ス

ク 

② 

寺
院
正
面
の
鍾
乳
石
飾
り　

③ 

高
さ54m

の
礼
拝
堂
ド
ー
ム 

④ 

タ
イ
ル
の
模
様 

⑤ 

絨
毯
の
製
作 

⑥ 

謁
見
の
間
（
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
）　
⑦ 

ク

セ
ル
ク
セ
ス
の
門（
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
）

⑧ 

地
方
の
子
供
た
ち 

⑨ 

ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
の「
不
滅
の
法
灯
」
⑩ 

ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
教
寺
院 

⑪ 

鳥
葬
が
行
わ

れ
た「
沈
黙
の
塔
」　
⑫ 

香
辛
料
店
の

張
り
紙　
⑬ 

喫
茶
店
の
前
に
て　
⑭ 

テ
ヘ
ラ
ン
国
立
博
物
館
を
見
学
す
る

小
学
生

す
い
様
に
す
る
風
習
は
無
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
鳥
葬
は
パ
ー
レ
ビ
王

朝
に
よ
る
近
代
化
政
策
に
よ
り
70
年

ほ
ど
前
に
禁
止
さ
れ
、
今
で
は
土
葬

が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
13
・
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
書
道

書
道
は
日
本
や
中
国
の
よ
う
に

漢
字
を
書
く
人
た
ち
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
、
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー　

（calligraphy

）
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
世
界
中
に
あ
る
よ
う

だ
。
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
書
道
で
も
、

日
本
の「
楷
書
・行
書
・草
書
・

隷
書
」
の
よ
う
な
書
き
方
が

あ
る
ら
し
い
。
16
世
紀
に
イ

ラ
ン
書
道
史
上
最
大
の
書
家

ミ
ー
ル
・
エ
マ
ー
ド
と
い
う

人
が
い
た
そ
う
だ
。

イ
マ
ー
ム
広
場
の
回
廊
に

あ
る
バ
ザ
ー
ル
の
店
先
に
、

多
分 

「
特
売
」
と
か 

「
大
安

売
り
」
と
か
書
い
て
あ
る
の

だ
と
思
う
が
見
事
な
書
体
の

張
り
紙
広
告
が
あ
っ
た
の
で
、

思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
っ

た
。
実
に
美
し
い
、
み
ご
と

な
書
だ
と
思
っ
た
。

14
・
チ
ャ
ラ
ン
ポ
ラ
ン

  

日
本
で
普
段
使
わ
れ
て
い
る
ペ
ル

シ
ャ
語
は
「
バ
ザ
ー
」（
市
場
）
が
有

名
だ
が
、
カ
ー
キ
色
の
「
カ
ー
キ
」

も
ペ
ル
シ
ャ
語
で
「
土
」
の
意
味
だ

そ
う
だ
。
驚
い
た
こ
と
に
「
チ
ャ
ラ

ン
ポ
ラ
ン
」
も
ペ
ル
シ
ャ
語
だ
と
の

説
が
あ
る
。「
チ
ャ
ン
ポ
ン
」
は
長
崎

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
連
想
し
、「
混
ぜ
る
」

と
言
う
オ
ラ
ン
ダ
語
だ
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
の
で
、
チ
ャ
ラ
ン
ポ
ラ
ン
も

そ
ん
な
所
か
と
思
っ
て
い
た
。
た
め

し
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る

と
「
チ
ャ
ラ
ホ
ラ
」
の
音
便
で
「
チ
ャ

ラ
」
は
「
口
か
ら
で
ま
か
せ
に
言
う

こ
と
・
差
し
引
き
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
」、「
ホ
ラ
」
は「
洞
・
ウ
ソ
の
こ

と
」
と
く
ど
く
ど
と
説
明
が
あ
り
、

最
後
に『
ペル
シ
ャ
語
に“charand 

parand”

と
い
う
語
が
あ
っ
て
、
意

味
も
全
く
同
じ
』
と
出
て
い
た
。
ど

う
や
ら
、全
く
の
偶
然
の
よ
う
だ
が
、

こ
れ
も
チ
ャ
ラ
ン
ポ
ラ
ン
か
な
?

15
・
現
地
ガ
イ
ド

  

イ
ラ
ン
旅
行
中
の
現
地
ガ
イ
ド
は
、

45
歳
の
日
本
語
の
先
生
だ
っ
た
。
彼

は
日
本
語
の
読
み
書
き
も
で
き
、
専

門
用
語
を
使
っ
た
高
い
レ
ベ
ル
の
ガ

イ
ド
が
で
き
る
と
の
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
お
り
、
私
が
次
々
に
発
す
る

質
問
に
対
し
真
面
目
に
答
え
て
く
れ

て
、
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。

帰
国
し
て
か
ら
、
約
束
ど
お
り
日

本
に
関
す
る
本
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、

チ
ャ
ン
ト
彼
の
手
元
に
届
い
た
。
イ

ン
ド
人
に
も
送
っ
た
こ
と
が
あ
る
が

返
事
が
来
な
か
っ
た
経
験
が
あ
る
の

で
、
イ
ラ
ン
の
方
が
社
会
シ
ス
テ
ム

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
か
な
と
の

印
象
を
持
っ
た
。
本
を
受
け
取
っ
た

と
彼
か
ら
国
際
電
話
が
入
っ
た
と

き
、
丁
度
イ
ラ
ン
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
で

領
海
侵
犯
し
た
イ
ギ
リ
ス
兵
15
名
を

捕
捉
し
た
と
き
だ
っ
た
の
で
、
そ
の

こ
と
に
つ
き
私
は
さ
っ
そ
く
質
問
を

し
た
。
そ
れ
に
対
し
彼
は
、『
今
朝
15

名
を
解
放
し
、
彼
ら
は
す
で
に
イ
ギ

リ
ス
に
向
か
っ
て
出
国
し
た
。
英
米
と

戦
争
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
国
民
は
一

人
も
い
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
思
っ
て
い

る
の
は
国
の
指
導
者
だ
け
だ
』
と
言
っ

た
。
さ
ら
に
、『
5
年
後
に
は
、
政
教

分
離
し
て
い
る
だ
ろ
う
』と
も
言
っ
た
。

私
は
、
ア
メ
リ
カ
（
ま
た
は
イ
ス
ラ
エ

ル
）
が
制
裁
や
攻
撃
を
仕
掛
け
な
け

れ
ば
、
イ
ラ
ン
か
ら
手
を
だ
す
こ
と
は

無
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

こ
の
と
き
、
も
し
電
話
の
内
容
を

盗
聴
さ
れ
て
い
た
ら
相
手
の
身
辺
に

危
険
が
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
の

危
惧
を
感
じ
た
私
は
、
彼
に
大
丈

夫
か
確
認
し
た
。
彼
の 

『
大
丈
夫

だ
』
と
の
答
え
を
聞
い
て
、
イ
ラ

ン
に
は
想
像
以
上
に
言
論
の
自
由

が
あ
る
の
だ
と
理
解
し
た
。

16
・
見
る
と
聞
く
で
は
大
違
い

  
私
が
短
期
間
で
見
た
イ
ラ
ン
の

人
た
ち
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
得
て
い
た
情
報
と

は
、
ま
る
で
正
反
対
の

印
象
で
あ
っ
た
。
私
が

見
た
の
は
イ
ラ
ン
の
ほ
ん

の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
が
、

一
般
市
民
は
決
し
て
イ
ス

ラ
ム
原
理
主
義
者
で
は
な

く
、
若
者
た
ち
に
は
宗
教

離
れ
が
着
実
に
進
ん
で
い

る
と
見
え
た
。
イ
ラ
ン
人

は
ア
メ
リ
カ
と
親
密
な
時

代
を
経
て
き
て
い
る
の
で
、

何
と
ア
メ
リ
カ
文
化
へ
の

あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
い
る

者
も
多
い
。
見
る
と
聞
く

で
は
大
違
い
で
あ
っ
た
。

イ
ラ
ン
の
一
般
庶
民
に

戦
争
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
者
は
無
く
、
何
事
も
無

く
穏
や
か
に
暮
ら
す
こ
と

を
願
っ
て
い
る
が
、
こ
の

こ
と
は
イ
ラ
ン
だ
け
で
な

⑫ 

⑬ 

⑭  
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埼
玉
タ
イ
ム
ス
創
設
者
岩
下
英
隆
は
、

昭
和
五
十
三
年 

（
1
9
7
8
）
急
逝
し
た

が
、
長
男
・
英
和
が
代
表
に
就
任
し
、
平

成
七
年（
1
9
9
5
）
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。

し
か
し
二
代
目
が
亡
く
な
っ
て
半
世
紀
に

わ
た
る
幕
を
閉
じ
、
2
3
1
7
号
を
も
っ

て
終
刊
し
た
。

三
代
目
に
当
た
る
岩
下
隆
は
、
広
告
・

出
版
界
で
修
行
し
た
の
ち
、
ニ
ュ
ー
タ
イ

ム
ス
社
を
起
こ
し
、
母
君
の
厚
き
薫
陶
を

受
け
て
、
カ
ラ
ー
版
の
「
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム

ス
」
誌
と
し
て
復
刊
。
志
木
・
朝
霞
・
新

座
・
和
光
・
富
士
見
の
郷
土
を
愛
す
る
情

報
誌
と
し
て
新
た
な
展
開
を
さ
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
三
代
目
の
快
挙
と
言
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　
地
域
紙
「
埼
玉
タ
イ
ム
ス
」
が

発
刊
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
二
年

（
1
9
4
7
）
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
頃
の
世
相
を
振
り
返
っ
て
み

よ
う
・
・
・　

終
戦
の
直
前
ま
で
、

わ
が
国
は
軍
国
主
義
一
色
、
人
々
は

物
資
欠
乏
の
生
活
に
耐
え
て
い
た
。

徴
兵
制
度
で
出
征
し
、
中
国
、
南
方

の
戦
線
な
ど
で
戦
死
、
ま
た
は
負
傷

し
た
方
々
の
数
は
日
を
追
っ
て
増
大

し
、
つ
い
に
は
本
土
決
戦
も
近
付
い

て
い
た
。

原
子
爆
弾
の
投
下
、
東
京
を
始
め

と
し
て
、
大
都
市
への
焼
夷
弾
攻
撃
、

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
る
終
戦

は
、
そ
の
一
年
半
前
の
こ
と
で
、
焼

土
と
化
し
た
都
市
の
復
興
こ
そ
焦
眉

の
急
で
あ
っ
た
。
農
地
改
革
、
労
働

組
合
法
公
布
、
天
皇
の
人
間
宣
言
に

つ
づ
き
、
そ
の
年
に
日
本
国
憲
法
が

施
行
さ
れ
、
第
一
回
国
会
が
開
催
さ

れ
た
。

当
時
の
新
座
地
域
一
帯
は
ど
う

だ
っ
た
か
？　

朝
霞
市
、
和
光
市
地

域
に
は
、
軍
人
の
被
服
、
軍
靴
な

ど
を
つ
く
る
被
服
厰
を
は
じ
め
と
し

て
、
火
薬
・
砲
弾
を
作
る
工
場
、
貯

蔵
庫
、
ま
た
新
座
市
に
は
海
軍
の
無

線
基
地
が
置
か
れ
て
い
た
。
終
戦
の

直
前
に
は
、
朝
霞
、
和
光
市
に
か
け

て
の
畑
地
に
陸
軍
予
科
士
官
学
校
が

移
転
し
て
き
た
。
現
在
の
練
馬
区
の

光
団
地
は
、
首
都
東
京
を
防
備
す
る

た
め
の
飛
行
場
で
、
戦
闘
機
が
砂
埃

を
上
げ
て
飛
び
立
っ
て
い
た
。

戦
後
わ
が
国
の
復
興
は
文
化
的
な

活
動
か
ら
、
が
合
い
言
葉
だ
っ
た・・・

「
埼
玉
タ
イ
ム
ス
」
は
、
岩
下
英
隆

を
代
表
、
編
集
長
・
神
山
博
光
、
販

売
を
吉
田
増
次
、
広
告
部
長
・
浪
川

七
五
郎
の
陣
容
に
よ
り
、
新
時
代
の

地
方
文
化
の
創
出
を
目
指
し
た
。

し
か
し
印
刷
す
る
紙
は
極
度
に
払

底
し
て
い
た
の
で
、
新
聞
を
発
行
す

る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
自
治
体
の「
広
報
」

な
ど
は
皆
無
で
あ
り
、
ラ
ジ
オ
は
あ
っ

て
も
ま
だ
テ
レ
ビ
は
無
く
、
民
間
の

メ
デ
ィ
ア
に
目
を
向
け
る
余
裕
も
無

か
っ
た
。
だ
が
タ
イ
ム
ス
紙
は
毎
週
日

曜
日
の
発
行
と
な
り
、
昭
和
三
十
四

年
八
月
に
は
5
0
0
号
に
到
達
し
て

週
刊
誌
、
N
H
K
放
送
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
ま
で
に
成
長
し
た
。
岩
下

た
ち
の
地
域
紙
の
発
行
は
執
念
と
も
言
う
べ

き
も
の
で
あ
っ
た
。

「
埼
玉
タ
イ
ム
ス
」
社
主
と
な
っ
た
岩
下

英
隆
の
凄
さ
は
、
報
道
に
対
し
て
正
義
感
に

徹
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
地
域
の
政
治

に
対
す
る
歯
に
衣
を
着
せ
ぬ
論
説
を
展
開
し

て
、
読
者
を
瞠
目
さ
せ
て
余
り
が
あ
っ
た
。

当
時
は
高
価
で
入
手
が
困
難
だ
っ
た
フ
ィ
ル

ム
を
使
っ
て
多
数
の
写
真
を
掲
載
し
た
こ
と

は
、
現
代
へ
の
遺
産
と
し
て
他
に
替
え
得
る

も
の
が
無
い
。
い
ま
で
は
全
く
失
わ
れ
た
県

南
地
域
の
か
つ
て
の
有
様
は
、
タ
イ
ム
ス
紙

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
蘇
り
、
地
域
の
歴
史

を
紐
解
く
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

町
立
志
木
商
業
学
校
の
設
立
か
ら
廃
校

ま
で
、
そ
の
運
命
を
書
き
残
し
た
記
事
は
、

い
ま
市
民
プ
レ
ス
の
編
集
人
に
は
、
市
民
に

対
し
て
の
遺
言
の
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

「
あ
あ
！
志
木
高
校 

哀
し
き
末
路
」
と

の
タ
イ
ト
ル
で
社
説
を
掲
げ
た
岩
下
英
隆
の

埼玉タイムスから 「ニュータイムス」 への展開!

左
は 

「
埼
玉
タ
イ
ム
ス
」
第
58
号 

（
昭
和
二
十
三
年
十
月
三
日
）
よ
り
転
載

明
治
三
十
六
年「
志
木
小
学
校
」
の
モ

ダ
ン
な
校
舎
と
し
て
落
成
し
た（
写
真
は
祝

賀
会
の
様
子
）。
こ
の
校
舎
の
前
に
、
中

庭
を
隔
て
て
、
二
階
建
の
校
舎
が
増
築
さ

れ
た
の
は
昭
和
九
年
こ
ろ
で
、
そ
れ
以
後

こ
の
写
真
の
校
舎
は
旧
校
舎
と
し
て「
高
等

科
（
二
年
制
）」
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
新

設
さ
れ
た「
志
木
商
業
」
の
一
年
生
は
こ
こ

で
授
業
を
受
講
し
た
。

率
直
な
気
持
ち
は
い
ま
も
我
々
の
心
に
響

く
。
そ
の
一
部
分
を
読
ん
で
み
よ
う
（
こ

の
ペー
ジ
の
左
端
に
全
文
を
転
載
し
た
）。

弔
鐘
の
悲
曲
！

敗
戦
の
日
本
が
そ
の
祖
国
を
再
建
し
得

る
道
は
た
だ
一つ
教
育
文
化
の
復
興
に
よ

る
文
化
国
家
と
し
て
の
み
で
あ
り
、
武
器

な
き
国
家
と
し
て
の
日
本
に
と
っ
て
唯
一つ

の
発
展
の
道
で
あ
る
。・・・・・
中
略
・・・・

抗
争
を
続
け
市
町
村
長
の
命
取
り
に
ま

で
発
展
し
て
い
る
折
も
折
、
去
る
四
月
一

日
高
校
に
昇
格
後
僅
か
に
六
ヶ
月
に
し
て

廃
校
決
議
を
行
っ
た
志
木
町
立
高
等
学
校

こ
そ
、
ま
こ
と
に
こ
の
時
代
の
尊
く
も
悲

し
い
犠
牲
の
一つ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
記
者

は
静
か
に
同
校
の
こ
の
悲
運
の
歴
史
を
繙

と
い
て
弔
鐘
の
悲
曲
を
聞
こ
う
。

町
立
志
木
商
業
学
校
の
追
憶　
（
そ
の
二
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行
政
に
対

し
て
取
材
活
動
を
行
い
、
報
道
に
よ
っ

て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
、
地
域

内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
行
っ
て
、
市
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙「
市
民
プ
レ
ス
」
は

N
P
O
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・
発

行
し
、
無
料
で
配
付
し
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

T
E
L 
0
9
0
（
3
0
4
8
）
5
5
0
2

　
　
　
　
　

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

地
域
メ
デ
ィ
ア
の
先
駆
！

「
埼
玉
タ
イ
ム
ス
」
を
讃
え
て

埼玉タイムスから 「ニュータイムス」 へ

山
茶
花
（
サ
ザ
ン
カ
）

椿
の
仲
間
、
ツ
バ
キ
に
は

学
名
にjaponica

が
付
い
て

い
て
、
日
本
の
原
産
、
欧
米

で
も
人
気
は
抜
群
で
す
。


